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平成３１年度＆令和元年度見沼たんぼくらぶ総会を開催  

令和時代を迎える新年度の事業計画など決まる 

 
平成３１年４月２０日（土）午前、見沼グリーンセンター中会議室において、ご来賓や役員・会員

合せて２７名の出席のもと、「平成 31年度＆令和元年度総会」を開催しました。 

総会の冒頭では、新井会長のほか、来賓としてお迎えしくらぶ顧問である埼玉県土地水政策課長代

理である丸山英昭主幹からもご挨拶を頂戴いたしました。 

 

 議事では「平成３０年度事業報告及び決算報告・監

査 監査報告」が承認された後、「平成３１年度＆令和

元年度事業計画及び予算案」が可決され、令和を迎え

る新年度の「見沼たんぼくらぶ」がスタートしました。 

 

総会後の午後には、恒例の「自然観察ハイキング」  

も開催され、参加者は晩春の「見沼の自然と史跡」を巡

る散策を楽しみました。 

（根岸 稔記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
 
 
   
    
 
 
 
 

京芋・里芋・八つ頭・生姜栽培 

 今年度の「ふれあい農園づくり」として１号地(緑区見沼)の京芋・里芋・八つ頭・生姜の栽培が、

４月２６日(金)の種芋植付けが行われた。それは畝にマルチを処置されて、その植付け場所に種芋を

植え込む作業である。従来、野草(いわゆる雑草)が繁茂し困難な除草作業を強いられたが、それに対

する対応と収穫面での対策である。里芋など３種で２５畝、生姜１０畝の植付けであった。第 1 回目

は雨天で翌日延期となったが霧雨の中１３名での作業であった。 

 

 第 2回目は 5月 23日(木)晴れで２０名の参加で行われ 

た。既に里芋などは芽を出して葉を広げている株も多い。 

マルチの畝には雑草が殆ど生えていないが、畝間には畝の 

高さを超えるまで成長した雑草が繁茂していた。畝間の雑 

草を鎌で除草をする。今後のことを配慮して、畝間に対し 

て低濃度の除草剤を散布する。作業開始は夏季作業のため 

８時からの開始であり、また可成り厳しい農作業であるが 

参加者の笑顔が美しい。 

 

収穫は１１月に予定されているが、その時には社会福祉 

団体に収穫した作物を例年通り寄贈する予定になっている。参加者の一生懸命な農作業の成果が報わ

れるように天候が順調に推移することなどを切に期待したい。         (若野 忠男記) 

 

                              
 

  

 

 

 

 

    

見沼たんぼくらのイベント 

第 79号 
2019年７月 
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第７７回見沼の自然と歴史を訪ねて 

＊ 市民の森・リスの家と 
小島家長屋門＆サトザクラ  

＊ すがすがしい初夏の白・クサイチゴの花 
       
平成 31年 4月 20日（土）開催 (参加者 24名) 

14:00さいたま市北区・市民の森正門前に集合。

班別に、森内にあるリスの家に直行。ここは、シ

マリス約 100匹を市民に見学させている。この日 

は比較的姿をみる率が低かった。各所に餌場や隠

れ場所があってシマリスの姿を見やすくしてい

るのだが、早春や秋

と違って、草木の背

丈が伸び、また恋の

季節と重なったの

だ。 

市民の森多目的

広場の北東側には

ソメイヨシノやシ

ダレザクラが花の

盛りを終え（写真は

盛花時）、サトザク

ラ（八重桜）のフゲ

ンゾウやカンザンが咲き誇っており、市民も土曜

日とあって、家族連れや夫婦や若いカップルなど

カメラを向けて、その見事な美しさを愛でていた。 

 市民の森の北側階段を下りたあたりのカヤノ

キに、違う樹木の名札が掛けられていたのが、班

リーダー同士で気になった。 

 

 芝生広場から、春の七草はじめ野草の花が点在。

事前調査時、U 字溝の北面（東南から暖かい太陽

の熱があたる面）にナナホシテントウムシの蛹が                             

沢山はりついていたのだが、当日はすでに殻ばか

り。成虫になったのだろう。 

神明橋のある通りにぶつかる手前の道路下の

あたり一面、無数の白いクサイチゴの花。マテ 
バシイやメタセコイヤ、コナラ、ハンテンボク、

アカシデなどが生い茂る防風林下のこの場所は、

この白い花によっていっそうの爽涼感を感じさ

せる場所だ。 
続いて各班は、今回初めて訪れる小島（おじま）

家長屋門へ。当家は、甲斐武田氏の家臣であった

が、武田氏滅亡後江戸期、土呂に土着。土呂の名

主を務めた旧家で、代々「平兵衛」を名乗った。

長屋門の中、向かっ

て右側には高野長

英が、磐社の獄（文

政 8年・1825年の
異国船打払い令に

対する幕政批判取

締り）で永牢中の弘化 2年（1845）に、出火に乗
じて逃亡中、片柳村の漢方医・井上弥十郎の紹介

で長英をかくまったという６畳間がある。 
 
以前、長英から贈られたギヤマン皿や洋皿が遺

されていた。長屋門の左側には、当主和十郎時代

（明治初期）、剣聖といわれた高野佐三郎（秩父

生れ。埼玉県巡査教習所・埼玉師範学校武術教授

等歴任、剣道発展に尽力）の道場・明信館分館が

置かれていた。和三郎が剣に優れ、千葉周作設立

の玄武道場に通っていた関係からであろう。30
歳で父・和十郎を亡くした後継・善作は、早くか

ら政治運動に参加し、大砂土村助役、27歳で村長、
県会議員、衆議院議員を歴任。後年は農業改良、

製茶技術や甘藷栽培の普及等々に尽力したとい

う。 
 
 各班は小島橋を渡り、見沼 3 丁目農道の野草、
見沼公園の桜・カンザンやウコン７本等々を観賞。

終日の晴天下、無事、終了した。（鎌田 正男記） 

 

見沼たんぼくらぶのイベント 見沼たんぼくらぶのイベント 
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第７８回見沼の自然と史跡を訪ねて 

 令和元年５月１９日（日）９時３０分見沼自然

公園に集合し参加２４名が５班編成で、薫風の中

を自然観察指導員のガイドでスタートした。 
見沼自然公園（井沢弥惣兵衛銅像・修景池・樹

林地）－上野田橋－深井家長屋門－柿渋の里－ 
さぎ山記念公園－締切橋－見沼代用水東縁下－

加田屋新田－山下橋－旧坂東家住宅－解散 
 
先ず、ツメクサ、オオバコのはびこる広場に立

つ井沢翁銅像を拝観し修景池の岸辺に行く。冬鳥

はすっかり姿を消しスイレンの葉の間を鯉が群

れなし泳いでいる。黄しょうぶが大分増えている。

周辺のメタセコイヤ、ラクウショウ、カツラ、ア

キニレ、トチ、カクレミノ、ヤナギ、エノキ、ミ

ズキ、マユミ、ハンノキ、イボタ等樹木の観察。  
いずれの樹々も新緑の刻で、緑の環境の中では、

筋肉が緩んで緊張感が解けて、リラックスできる

そうで、本日は心身共に楽しく散策することにし

ましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

  修景池のスイレン 

見沼代用水東縁に架かる上野田橋を渡り、深井

家長屋門に向かう。梅花うつぎの花をみながら、

コバンソウを見つける。ハガキの木ともいわれる

タラヨウの観察をする。深井家は江戸中期の天領

分の名主で長屋門は茅葺寄棟造りで、さいたま市

の有形文化財の指定となっている。当主が亡くな

ると住む人がいないとのことが、今後が気になる

ところである。農道を北に向って進み、金魚葉つ

ばきの若葉がみずみずしい。 
 
深井家の北側からさぎ山記念公園に至る農地

一帯は柿渋の生産地で、赤山渋とよばれ通船堀を 
経由して江戸に運ばれていたのである。柿の木は 
 

 

１００数年を超えるものが残っている。 

 さぎ山記念公園を抜けて代用水東縁に向かう。 

エゴノキの白い花が今盛りに咲き誇っている。 

諏訪橋の袂の鉄柵にじゃこう揚羽が羽化の途中

で命絶えていた。どうしたのだろう………… 

近くに数本あったウマノスズクサに（刈り取らな

いようにしてほしい）自然愛好会のプレートとテ

ープがかかっていた。 

 

締切橋を越えて本日の目当てのノアザミの咲

く代用水東縁下に出る。イネ科のイヌムギ、ネズ

ミムギに囲まれてノアザミ、コウゾリナ、ノイバ

ラが咲き揃っていた。ノアザミは山地では多く咲

くが平地ではめずらしいようだ。それにしてもト

ゲは痛い、花ことばは（私に触らないで）だそう

だ。正にその通りである。因にスコットランドの

国花である。 

 

加田屋新田は大方田植が終わっているがファ

ーム２１の田植は６月２日の予定であるようだ。 

水が入ると、ホウネンエビ、カブトエビ 

イチョウウキゴケ、サンショウウモが見られる様

になる。その農道にはアカバナユウゲショウ 

カキネガラシ、アメリカフウロ、ウラジロハハ 

コグサ、オオジシバリ、ケキツネノボタン、キツ

ネアザミ、ヤセウツボ、など等野草が観察できた。

加田屋川にはヨシ、マコモが茂っていて、大ヨシ

キリの声がしきりに耳に入ってくる。加田屋川に

架かる山下橋をわたり、旧坂東家住宅に到着。   

無事終了となる。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

      ノアザミとコウゾリナ 

本日の観察会で確認したのは約８０種である。 

              （伊藤 静子記）   

見沼たんぼクラブのイベント 
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日光御成街道の膝子一里塚 （見沼区 膝子） 

日光御成街道は上野田―加田屋―膝子地域では見沼代用水東縁 
に並行して走り、幸手で日光街道に合流する六宿、十二里の道で、 
現在は１０５号線となっている。 
同街道は江戸時代に将軍家が家康・家光の日光山霊廟東照宮の 

参詣のために造られた道。街道筋には日本橋を基点に一里（約４ 
ｋｍ）毎に一里塚が築かれており、道の両側に四方塚を築き、エ 
ノキなどを植えて往来の目安とした。 
膝子一里塚はその一で江戸から八里、岩槻へは一里。 
 

   

  

 

 

 

          
 
 
 
  
 

薬王寺 （見沼区島町 ２丁目） 

薬王寺は七里駅の北西にある真言宗智山派の寺で、本尊 
は不動明王。併設の薬師堂は１３４８年（正平４年）の創 
建で、１２神将像など円空の作品２９体が安置され、市の指 
定有形文化財。眼病に霊験あらたかといわれた薬師様として 
知られる。 
円空は江戸時代前期の１６３２年（寛永９年）美濃で生ま 
れた僧で、布教のため全国を行脚しその先々で仏像を収めて 
きた。作品は木材をナタで断ち切りノミで一気に仕上げたも 
ので、特に円空仏と呼ばれ、薬王寺の円空仏も穏やかで温か 
い円空晩年の代表的作品。 
 

見沼大橋から新都心、秩父連山遠望 （緑区宮後） 

見沼大橋は氷川女体神社の北にあり、五斗蒔橋に通ずる道 

路が芝川に架かる大橋で、下流約３００ｍの所で加田屋川が 

合流する。 

橋は周囲より高い位置にある為、見沼地域の広さを実感で 

きる。１０月１７日スケッチ当日は台風一過の快晴で、さい 

たま新都心のビル群の先、武甲山をはじめとする秩父連山が 

ハッキリと見ることが出来た。 
 
 

 
 
前日から降り続いた雪も翌朝には快晴となりましたが、この辺りには珍しく２０ 
ｃｍあまりの積雪。里山を主なモチーフに描いてきた私にとり身近な雪景色は絶好 
のチャンスと、雪を踏みしめながら見沼を歩いて眼に焼き付いたのが雪に包まれた 
加田屋川でした。右手奥を流れるのは灌漑用の見沼代用水（東縁）で、その後都心 
の水源としての目的も加わり護岸工事やフェンスが張られています。 
それに対し灌漑排水路である加田屋川や芝川はまだ自然に近い状態が残っており、 

 絵を趣味にする私共にとっては貴重なモチーフです。加田屋川に架かる山下橋から 
 上の仮橋や建物を主題に描いてみましたが、西陽が茜色に染めているのが印象に残 
りました。雪の見沼の感じが少しでも出ているといいなと思います。         

雪の加田屋川 

  作者  草間 康昌 
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大和田地区の鎮守様・鷲神社 

見沼区「市民の森」の南東方向に、大和田地区

の鎮守様・鷲神社があります。社殿は安政２年（１

８５５）に建造され、主祭神は、天
あめの

穂
ほ

日
ひの

命
みこと

と言

います。鳥居を潜り境内に入ると、スダジイ、ケ

ヤキ・・・等々の鬱蒼とした巨木に覆われ、神聖

な領域に入ってきたなという感じに包まれます。 

拝殿に向かい、両手を打って「健康祈願」をす

ると、森閑とした境内にその音が響き渡り、心身

共に、一段と引き締まるのでした。 

 

境内にはムクロジの樹もあり、ビー玉大の黒い

実を一面に落しているのでした。「子供が１つ、

２つ・・・と数えながらこの実を拾うのが大好き

なのです」と言って、若いお母さんが一緒になっ

て拾うのでした。漢字で「無患子」と書きますが

「子供が患うことのないように」という意味とな

ります。種子は正月の羽根つきの玉や数珠、果皮

はサポニンを含んでおり石鹸代わりに用いられ

てきたといわれています。 

      

この近くの見沼には伝説があり、夕暮れになる

と美しい笛の音を響かせる美女がいたそうです。

村人はその美女に会いたいと、船に乗って出掛け

るが誰一人として帰ってこないのです。 

 ある村人がその美女を弓矢で射ると、にわかに

空は黒く曇り雷鳴を伴い豪雨となりました。美女

の姿はいつの間にか消え去り、そこには笛のみが

残されていたとの事でした。 

村人たちは、あの時の美人は竜の化身だったに

違いないと言うようになったそうです。 

（召田 紀雄記） 

大和田斜面林のキンラン・ギンラン 

 キンラン・ギンランはラン科の多年草で雑木林

の林床に生息して可憐な花を咲かせる。花の色が

前者は鮮やかな黄色、後者が白色の花を咲せるの

でこの名前が付けられる。 

 4月 27日 NPO法人自然観察さいたまフレンドで

は大和田緑地公

園(平成 18年都

市緑地法第 12条

による特別緑地

保全地区指定)を

コースの主要部

分としてキンラ

ン・ギンランを観察する自然観察会を実施した。

同公園は斜面林・休耕地・谷地から構成の約２ha

の広さを有する。斜面林などを含めさいたま市み

どり愛護会大和田支部により埼玉県絶滅危惧種

に指定されている 12種（草本）の保全活動など

公園全体の管理に努めている。 

この内、キンランは絶滅危惧ⅠＡ類、ギンラン

は絶滅危惧Ⅱ類と高い絶滅の危機にある事を示

しているが、この観察会で絶滅危惧種のうち前記

2種の他、ウラシマソウ・シュンラン・ワニグチ

ソウも見事に咲いていたように着実に生育して

いる。ただ、これら絶滅危惧種の多くは従来から

この地に生息していたが、現在では金網のフエン

ス内において主要な種が保護育成されているの

が現状である。これらがフエンスの外でも誰にも

害されず伸び伸びと成育可能な環境が早急に達

成するよう切に期待したい。林床には絶滅危惧種

以外ではキランソウ・ジュウニヒトエ・フタリシ

ズカ・ホウチャクソウなどの希少種を含む多くの

花々が咲いて居て多くの参加者を楽しませてく

れた。 

この観察会の説明資料：野の花(4月下旬、コー

ス内で開花する主な草本類)には 22科 70種の記

録がある。参考までに、平成 26・27年に実施し

た「花暦ウオッチング」を基に推定すると当公園

内では草本類(通年)で 55科 215種、木本類で５

１科 77種程度になると思われる。 

（若野 忠男記） 

見沼たんぼ探訪記 
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            ＊      建築家 ・ 植木 秀視 

見沼たんぼの古民家を描く 

絵と文   ＊ 植木 秀視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車窓からの茅葺きの家 

武蔵野線・東浦和駅から南浦和駅に向かう車窓からこの家が見えます。 

さいたま市でも古民家の茅葺きの家は大変珍しいです。この家は昨年、屋根の全面的な葺き替え工事を

していました。建て主さんに工事のことをお聞きしたら、渡良瀬川の茅葺職人さんに依頼したそうです。

防風林をバックに南側は畑になっていて、春には花桃やこぶしが咲き、寄棟の茅葺き屋根の優しい姿と

調和し、美しい風景を見ることができます。 大変貴重な建物です。（ボールペン、水彩、色鉛筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長屋門と農具              「かって」の部屋 

この建物は、長屋門の側面を描きました。茅葺   古民家は丸太梁が力強く巧みに組み合わせられ 

き屋根の棟の端部には寿の文字が家の幸せを願   て魅力的です。その下には「踏み込み炉」があ 

って刻まれています。庇の下には、風力を起し   り、土間側が開放されていて、農作業中に土足 

て穀物を籾殻、玄米、塵などに選別するための   のまま囲炉裏の周りに腰掛けられるようになっ 

農具」唐箕 (とうみ）が置いてあります。     ています。 
浦和くらしの民家園にある長屋門（マジックペン、色鉛筆）  見沼くらっしく館（色鉛筆） 
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「西形ブルーベリー園」 

（西形正道さん・喜代江さん） 

北浦和駅東口からのさいたま市立病院行きのバ

スで、病院より少し手前の北宿バス停からすぐ、

という交通の便の良い所にブルーベリーの摘み

取り農園

があるの

をご存知

ですか。北

宿通りに

沿って「ブ

ルーベリ

ー」のノボ

リがある

のですぐ

に分かり

ます。通院

やお見舞

いに来た

ついでに寄  （たわわに実るブルーベリー） 

って行く人もいます。 

          

もちろん駐車場も完備、トイレや休息所もある

ので安心です。規模も対応も家庭的で、ゆったり

と摘み取りができることから、老人ホームや福祉

関係からも摘み取りを楽しみにやって来ます。 

 

 西形さんのご両親は農家で野菜などを作って

いましたが、正道さんはずっと会社勤めで農業に

は関わってきませんでした。でも退職後のことを

考えて、まあ先はどうなるかわからないけれど植

えておいてみようか、と 20年ほど前にブルー   

ベリーを植えました。そして平日は仕事、休日に

はブルーベリーの世話という忙しい日々を過ご

して、平成 15 年に摘み取り観光農園としてオー

プンしました。 

 

でも当時はまだブルーベリーが一般的に知ら

れていなかったため、せっかく実がなってもお客

さんを集めることができず、「食べてもらえれば

おいしさが分かってもらえるのに…実はあるの

に…。」と悔しい思いを抱えた時期もあったそう

です。それでも、ブルーベリーの栄養価や効能、 

そして何よりおいしさを、いつかきっと分かっ

てもらえると信じて、手作りのチラシを作ってご

近所に配ったりもしました。 

 

そうした地道な努力と、世間的にも次第にブル

ーベリーが健康食材として注目されるようにな

ったことも重なって、段々と来園する人が増えて、

今では多くの人が訪れるようになり、リピーター

がリピーターを呼ぶまでになりました。 

 

 果樹の管理は正道さんですが、実の収穫や来園

者の受付などは喜代江さんが担当。何よりお客さ

んとのコミュニケーションを大事にしている、と

いうお二人の気さくで明るいお人柄は大きな魅

力です。田舎の家に帰ったみたい、といって毎年

来てくれる人もいるというのもうなずけます。 

 実のなる時期は 1 年のうちのほんの 1～2 か月

の間だけですが、木の管理は一年中欠かせません。

自然相手の仕事ですから，毎年気が抜けません。 

一 番 頭

を悩ます

のが、冬場

に行う剪

定だそう

です。でも、

「おいし

かった、ま

た来年来     

るね！」と 

いう一言

が楽しみ

で、それを

励みに続     

(西形 正道さん）     けていられ 

る、と語る笑顔が初夏の風に爽やかでした。    

 

     取材:島田由美子・高橋いずみ 

     文責：高橋いずみ 

 

西方ブルーベリー園：緑区三室 2233  

電話番号:０４８－８７３－５０４２ 

9：00～15：00（7月中旬から 8月中旬）  

入園料 500円（持ち帰りは別途） 
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秋野菜栽培 

２号地（緑区大字見沼４８４）   

＜見沼氷川公園の南側＞  

農地はスタッフが耕運し、畝づくりを済  

ませ、種蒔きからの手作業ですから、畑づく       
り未経験者、家族連れの参加を歓迎します。       
栽培種の予定は、大根・かぶ・小松菜・法 
蓮草・春菊・水菜です。                
①  ８月３１日（土）種蒔き              
②  ９月２１日（土）除草、間引き                          
③ １０月 ５日（土）除草、間引き               
④ １０月２６日（土）除草、間引き               
⑤ １１月 ９日（土）収穫               
１０時～１２時（９時３０分より受付）          
＊ 雨天順延                        
申込み：７月１３日までに事務局へ葉書・            
メールなどで、住所・氏名・年齢・電話番号 

を明記（同居の家族同伴者の氏名・年齢併記 

参加費・無料（諸経費は埼玉県負担） 

＊会員外は埼玉県土地水政策課に申込み、応 

応募多数の場合は抽選となります。  

 

京芋・里芋・八つ頭・生姜栽培 

１号地（緑区大字見沼６１０及び６１３） 

⑥  ７月 ２日（火）除草               
⑦  ９月 ５日（木）除草                 

８時～１１時（７時３０分より受付）            

＊雨天順延  晩秋の収穫日は後日決めます。            
＊会員申込者限定。福祉施設・保育園に寄贈  

 

第１１９回見沼塾『見沼たんぼの昆虫観察』 
９月７日（土）１０時～１２時 
見沼自然公園休憩ロビー集合（管理事務所

の向側） 
講師：牧林 功先生（埼玉昆虫談話会元会長） 
申込み：当日、集合地で９時３０分から受付 
参加費：無料 
交通：大宮駅東口からバス⑦締切橋下車、南   
側浦和学院高校・浦和美園駅・東営業所等各

行き約３０分乗車 
（９：０３発、９：１２発） 

  

第７８回見沼の自然と史跡を訪ねて 

９月１５日（日）９時・大宮駅東口 子りす 
のトトちゃん像前集合（路線バスで根木輪へ） 

常泉寺（広島・長崎の火）……  

加田屋新田（ヒガンバナ）……締切橋 

申込み：当日、集合地で８時３０分より受付 

参加費：無料（ただし、会員外は￥５００） 

 
見沼たんぼくらぶ入会を勧めます！ 
見沼たんぼをもっと知りたい 

見沼たんぼの自然にふれてみたい 
見沼たんぼで何かしたい 

そんな皆さまをお待ちしています 
◆ 埼玉県土地水政策課の支援をもとに、見沼  
たんぼ緑地の里やまで、様々な体験事業を 
展開しています。子どもからお年寄りまで 
気軽に楽しめるイベントです。 

◆ 季刊『みぬま通信』を郵送します。 
４月・７月・１０月・１月発行 

◆ 年会費 個人（同居の家族単位）・団体・ 
   企業とも１口￥１，０００以上 
（団体・企業は３口以上） 

 
 
 会員の皆さんの寄稿をお願いします！ 
見沼たんぼ地域に関わること何でもＯＫ 

例えば、見沼たんぼを歩いて／〇〇行 
事に参加して／見沼たんぼと私 
   （問合せは事務局・小野まで） 
 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 


